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序　　　　　文

インドネシア共和国では、開発と経済成長が進むにつれて、都市部と農村部、ジャワ島とその

ほかの地域（特に東部インドネシア）など、国民の間に貧富の差と地域格差の拡大が明らかになり

始めた。このため同国政府は、1994年に発表した第６次国家開発５か年計画において「人的資源の

質的向上」「経済発展と経済構造調整」とともに、「平等と貧困軽減」を国家開発の中心目標に掲げ、

国家的事業として本格的に貧困対策に取り組んできた。

こうした背景からインドネシア政府は、東部インドネシアの南スラウェシ州において、貧困対

策事業を含む住民参加型村落開発事業の立案・運営能力の強化を図りたいとして、我が国にプロ

ジェクト方式技術協力を要請してきた。

これを受けて国際協力事業団は、基礎、事前、長期の各調査を重ねて、要請内容の確認と具体

的な協力内容を協議した結果、平成８年11月の実施協議調査団が討議議事録（Ｒ／Ｄ）の署名を取

り交わし、平成９年３月１日から５年間にわたる「インドネシア　スラウェシ貧困対策支援村落開

発計画」の技術協力を開始した。協力開始後、計画打合せ、運営指導両調査団が派遣されている。

今般は、プロジェクト開始後約３年を経たので、平成 12年３月 20日から同 31日まで、当事業

団社会開発協力部社会開発協力第一課課長　押山和範を団長とする巡回指導調査団を現地に派遣

し、これまでの計画達成度を調査・確認するとともに、その中間評価を行った。

本報告書は同調査団の調査・評価結果を取りまとめたもので、今後のプロジェクト展開に広く

活用されることを願うものである。

ここに同調査団の各位をはじめ、ご協力頂いた外務省、龍谷大学、在インドネシア日本大使館、

在ウジュンパンダン日本総領事館など、内外関係各機関の方々に心から謝意を表するとともに、

引き続き一層のご支援をお願いする次第である。

平成 12年４月

国際協力事業団
社会開発協力部

部長　田　中　由美子
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